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国
内
外
の
旅
行
客
で
に
ぎ

わ
う
京
都
の
祇
園
。
そ
の
中

心
部
・
四
条
通
に
あ
る
「
御

料
理
・
味ま

舌し
た

」
を
大
将
と
し

て
切
り
盛
り
し
、
来
年
40
周

年
を
迎
え
る
。

　
店
内
に
一
歩
足
を
踏
み
入

れ
る
と
、
静
か
な
た
た
ず
ま

い
が
広
が
る
。
季
節
の
素
材

を
吟
味
し
、
丁
寧
に
取
ら
れ

た
だ
し
を
使
っ
た
京
料
理
の

数
々
が
熟
達
し
た
腕
か
ら
生

み
出
さ
れ
、
食
通
を
う
な
ら

せ
る
。
ミ
シ
ュ
ラ
ン
ガ
イ
ド

の
「
一
ツ
星
」
を
獲
得
し
て

い
る
。

　「
半
歩
先
の

季
節
を
取
り
入

れ
る
心
意
気
を

大
切
に
し
て
い

ま

す

」

と

語

る
。
夏
の
終
わ

り

の

お

膳

に

は
、
加
茂
ナ
ス

の
煮
物
に
、
走

り
の
マ
ツ
タ
ケ

が

添

え

ら

れ

る
。
ス
タ
ッ
フ

は
、
大
将
は
じ

め
料
理
人
が
３

人
に
、
女お

か

み将
役

の
厚
子
夫
人
と
長
女
・
洋
恵

さ
ん
。
全
員
が
笑
顔
で
迎
え

て
く
れ
る
、
家
庭
的
な
も
て

な
し
も
魅
力
だ
。

　
京
都
・
山
科
の
生
ま
れ
。

祇
園
で
約
90
年
続
く
蕎そ

麦ば

店

「
権
兵
衛
」
の
創
業
者
の
四

男
と
し
て
育
っ
た
。「
格
式

を
重
ん
じ
る
京
都
か
ら
一
度

逃
げ
出
し
た
く
て
」
関
東
の

専
大
に
進
学
し
た
。
卒
業

後
、
親
か
ら
「
末
っ
子
だ
か

ら
何
を
や
っ
て
も
い
い
」
と

言
わ
れ
、
滋
賀
の
料
亭
・
招

福
楼
の
門
を
た
た
い
た
。
そ

こ
の
大
将
・
中
村
秀
太
郎
さ

ん
と
の
出
会
い
が
そ
の
後
の

板
前
人
生
を
決
定
づ
け
る
。

　
中
村
さ
ん
か
ら
懐
石
料
理

の
い
ろ
は
を
吸
収
す
る
な
か

で
、「
庭
づ
く
り
は
５
年
先

を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

が
、
料
理
は
今
あ
る
一
瞬
を

大
事
に
す
る
も
の
。
自
由
に

取
り
組
め
」
と
言
わ
れ
た
。

伝
統
に
固
執
せ
ず
、
は
や
り

に
迎
合
し
な
い
。
新
し
い
も

の
を
上
手
に
取
り
入
れ
て
客

に
ど
れ
だ
け
の
思
い
を
尽
く

せ
る
か
｜
｜
「
そ
れ
が
料
理

の
極
意
で
あ
り
、
ど
の
文
化

に
も
共
通
す
る
こ
と
で
は
な

い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
」

　
学
生
時
代
、
東
京
都
狛
江

市
で
ま
か
な
い
つ
き
の
下
宿

に
住
ん
だ
。
卒
業
し
47
年
た

っ
た
今
も
連
絡
を
取
り
合
う

親
友
、
宮
城
県
松
島
町
議
の

色
川
晴
夫
さ
ん
（
昭
46
法
）

と
そ
こ
で
出
会
っ
た
。
色
川

さ
ん
の
弟
は
味
舌
で
修
業

し
、
同
県
塩し

お

竈が
ま

市
で
人
気
の

日
本
料
理
店
を
開
い
て
い

る
。
人
生
を
彩
る
「
一
期
一

会
」。
出
会
い
の
妙
は
こ
こ

で
も
生
き
て
い
る
。

－多くの出会いが人生を彩る－

京
都
「
御
料
理
・
味
舌
」
主
人

味ま

舌
し

た

　
正

ま

さ

洋
ひ

ろ

さ
ん

（
昭
46
経
営
）

ア
ド
ニ
ス
85
号
刊
行

　
校
友
会
誌
「
ア
ド
ニ
ス
」

85
号
の
主
な
内
容
▽
定
時
総

会
と
全
国
支
部
長
会
▽
「
わ

れ
ら
専
修
人
Ｓ
ｐ
ｅ
ｃ
ｉ
ａ

ｌ
」
東
京
消
防
庁
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
準

備
室
長
の
伊
藤
幸
永
さ
ん

（
平
７
法
）、
小
売
業
支
援

事
業
の
ブ
ル
ー
チ
ッ
プ
㈱
代

表
取
締
役
社
長
宮
本
洋
一
さ

ん
（
昭
51
商
）、
フ
ー
ド
サ

ー
ビ
ス
事
業
の
㈱
バ
ル
・
ホ

ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
代
表
取
締

役
藤
野
豊
さ
ん
（
昭
51
法
）

　「
残
り
少
な
い
大
学
生

活
を
ど
う
過
ご
せ
ば
良
い

か
」

　
長
か
っ
た
就
職
活
動
も

一
段
落
し
ホ
ッ
と
し
て
い

る
学
生
も
多
い
で
あ
ろ

う
。
内
定
を
得
た

喜
び
と
そ
の
開
放

感
か
ら
最
後
の
学

生
生
活
は
思
い
っ

き
り
遊
び
た
い
か

も
し
れ
な
い
。
し

か
し
な
が
ら
就
職

ま
で
残
り
半
年
、

入
社
後
に
向
け
新

た
な
準
備
を
進
め

る
こ
と
を
忘
れ
て

は
い
け
な
い
。

　
で
は
、
就
職
前

の
残
り
少
な
い
大

学
生
活
を
ど
う
過
ご
せ
ば

よ
い
の
だ
ろ
う
。

　
ま
ず
長
い
時
間
を
か
け

な
い
と
で
き
な
い
こ
と
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
こ
と
を

提
案
し
た
い
。
例
え
ば
、

こ
の
先
ま
ず
行
か
な
い
で

あ
ろ
う
、
と
思
う
場
所
へ

の
一
人
旅
も
良
い
だ
ろ

う
。
自
由
時
間
が
制
限
さ

れ
な
い
今
の
う
ち
に
冒
険

の
よ
う
な
旅
で
感
性
を
磨

け
ば
、
社
会
人
に
な
っ
て

苦
境
に
立
た
さ
れ
て
も
旅

の
経
験
が
き
っ
と
役
立
つ

だ
ろ
う
。
ま
た
は
長
編
の

名
著
を
じ
っ
く
り
読
む
こ

と
で
、
社
会
に
入
っ
て
判

断
を
求
め
ら
れ
た
時
に
強

固
な
教
養
が
戦
力
と
な
る

か
も
し
れ
な
い
。

　
さ
ら
に
自
分
の
棚
卸
し

を
し
て
み
る
の
も
良
い
だ

ろ
う
。
人
は
長
期
的
な
こ

と
よ
り
目
の
前
の
こ
と
に

時
間
を
奪
わ
れ
る
傾
向
が

あ
る
か
ら
、
自
分
に
と
っ

て
や
り
遂
げ
た
い
こ
と
を

早
く
見
つ
け
て
計
画
す
れ

ば
、
社
会
で
の
仕
事
も
よ

り
円
滑
に
進
め
る
こ
と
が

可
能
と
な
ろ
う
。
そ
れ
で

も
就
職
ま
で
に
す
べ
き
こ

と
で
迷
う
の
で
あ
れ
ば
一

点
集
中
主
義
は
ど
う
だ
ろ

う
。
例
え
ば
食
の
話
が
嫌

な
人
は
い
な
い
の
で
食
に

詳
し
く
な
れ
ば
社
交
に
恵

ま
れ
、
さ
ら
に
一
点
集
中

を
極
め
れ
ば
、
詳
し
い
だ

け
で
盛
り
上
が
り
、
そ
う

い
う
新
人
は
重
宝
さ
れ
る

か
も
し
れ
な
い
。

　
結
局
、「
学
び
」
は
知

識
と
経
験
か
ら
な
る
。
社

会
で
の
経
験
を
活い

か
す
た

め
に
も
最
後
の
学
生
生
活

の
過
ご
し
方
が
極
め
て
重

要
で
あ
り
、
卒
業
ま
で
意

義
あ
る
日
々
を
過
ご
す
こ

と
が
肝
要
と
い
え
よ
う
。

（
学
生
部
委
員
・

 

笠
原
伸
一
郎
）

就職前の最後の「学び」
〈
江
東
支
部
総
会
〉

▽
11
月
10
日
（
土
）
18
時
〜

▽
東
京
メ
ト
ロ
東
陽
町
駅
か

ら
徒
歩
７
分
「
ホ
テ
ル
イ
ー

ス
ト
21
東
京
」
旴
坂
口
文
哉

氏
☎
０
９
０
・
１
４
３
７
・

９
７
８
０

〈
山
梨
県
支
部
定
期
総
会
〉

▽
11
月
10
日
（
土
）
18
時
〜

▽
Ｊ
Ｒ
甲
府
駅
か
ら
車
10
分

「
甲
府
富
士
屋
ホ
テ
ル
」
旴

宮
坂
孝
一
氏
☎
０
９
０
・
３

０
０
６
・
２
９
６
９

〈
流
通
研
究
Ｏ
Ｂ
会
総
会
〉

▽
11
月
14
日
（
水
）
16
時
〜

▽
神
田
キ
ャ
ン
パ
ス
８
Ａ
会

議
室
※
総
会
後
に
講
演
会
旴

中
島
由
紀
子
氏
☎
03
・
３
５

１
６
・
３
５
２
０
（
ビ
ー
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ズ
グ
ル

ー
プ
内
）

分
〜
▽
神
田
キ
ャ
ン
パ
ス

「
報
恩
の
間
」
※
落
語
家
・

立
川
談
修
さ
ん
（
平
７
法
）

の
落
語
あ
り
旴
田
部
俊
彦
氏

☎
０
４
７
・
４
２
２
・
８
８

７
３

〈
静
岡
県
支
部
連
合
会
定
期

総
会
〉

▽
11
月
10
日
（
土
）
15
時
〜

▽
Ｊ
Ｒ
静
岡
駅
か
ら
徒
歩
５

分
「
ク
ー
ポ
ー
ル
会
館
」
※

落
語
家
・
桂
小
文
治
さ
ん

（
昭
55
商
）
の
講
演
あ
り
旴

大
村
和
芳
氏
☎
０
５
５
・
９

４
８
・
６
５
９
９

〈
中
越
支
部
黒
門
会
総
会
〉

▽
11
月
10
日
（
土
）
15
時
〜

▽
Ｊ
Ｒ
長
岡
駅
か
ら
徒
歩
10

分
「
料
亭
か
も
川
別
館
」
旴

池
津
正
栄
氏
☎
０
２
５
８
・

27
・
２
２
７
３

校
友
会
情
報

〈
岩
手
県
支
部
連
合
会
総

会
〉

▽
10
月
27
日
（
土
）
16
時
〜

▽
Ｊ
Ｒ
二
戸
駅
か
ら
徒
歩
15

分
「
二
戸
パ
ー
ク
ホ
テ
ル
」

旴
菊
池
秀
雄
氏
☎
０
１
９
７

・
64
・
２
７
９
７

〈
高
知
県
支
部
総
会
〉

▽
10
月
27
日
（
土
）
18
時
30

分
〜
▽
Ｊ
Ｒ
高
知
駅
か
ら
徒

歩
10
分
「
得
月
楼
」
旴
戸
梶

邦
彦
氏
☎
０
９
０
・
１
０
０

７
・
５
０
７
１

〈
大
阪
府
支
部
総
会
〉

▽
10
月
28
日
（
日
）
11
時
〜

▽
Ｊ
Ｒ
福
島
駅
（
大
阪
市
）

す
ぐ
「
ホ
テ
ル
阪
神
大
阪
」

旴
菅
井
敏
男
氏
☎
０
９
０
・

３
７
１
７
・
８
７
８
８

〈
三
二
会
総
会
〉

▽
11
月
２
日
（
金
）
12
時
30

株
・
証
券
用
語
が
よ
く
わ
か

る
本

 

石
原
敬
子
著

　
２
０
０
６
年
に
刊
行
さ

れ
、
学
生
や
投
資
初
心
者
向

け
の
本
と
し
て
第
４
版
ま
で

改
訂
を
重
ね
て
き
た
『
株
・

証
券
用
語
が
よ
〜
く
わ
か
る

本
』
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
。
古

く
な
っ
た
用
語
と
最
近
よ
く

使
わ
れ
る
用
語
を
入
れ
替

え
、
情
報
も
最
新
の
も
の
に

ア
ッ
プ
デ
ー
ト
し
た
。

　
基
本
で
あ
る
「
証
券
」
か

ら
始
ま
り
、「
ロ
ボ
ア
ド
」

な
ど
の
最
近
の
投
資
環
境
に

関
す
る
用
語
ま
で
、
最
新
・

最
重
要
語
句
３
５
０
語
を
、

か
み
砕
い
た
表
現
と
豊
富
な

図
解
イ
ラ
ス
ト
で
分
か
り
や

す
く
解
説
。
各
用
語
に
は
ユ

ニ
ー
ク
な
一
言
コ
メ
ン
ト
が

添
え
ら
れ
て
お
り
、
ク
ス
ッ

と
笑
い
な
が
ら
、
楽
し
く
学

ぶ
こ
と
が
で
き
る
。

経
営
者
が
楽
に
な
る
！

職
場
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対

策

＜校友＞

 

荒
木
田
和
子
著

　〝
心
の
ケ
ア
の
専
門
家
〞

臨
床
心
理
士
と
し
て
活
躍
す

る
荒
木
田
和
子
さ
ん
（
平
元

文
）
の
初
の
著
作
。
企
業
に

お
け
る
臨
床
心
理
士
の
役
割

や
メ
ン
タ
ル
面
か
ら
従
業
員

を
サ
ポ
ー
ト
す
る
Ｅ
Ａ
Ｐ

（
従
業
員
支
援
プ
ロ
グ
ラ

ム
）
の
展
開
方
法
な
ど
を
解

説
し
、
臨
床
心
理
士
を
会
社

経
営
に
活
用
す
る
方
法
を
紹

介
し
て
い
る
。

　
荒
木
田
さ
ん
は
、
福
祉
・

医
療
・
産
業
領
域
で
25
年
以

上
の
実
務
経
験
を
持
ち
、
現

在
は
Ｅ
Ａ
Ｐ
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
業
務
を
行
う
Ｅ
Ａ
Ｐ
パ
ー

ト
ナ
ー
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
・

オ
フ
ィ
ス
で
代
表
を
務
め

る
。

　
本
書
で
は
特
に
、
中
小
企

業
で
活
用
で
き
る
臨
床
心
理

士
の
仕
事
や
サ
ー
ビ
ス
に
つ

い
て
実
例
を
交
え
て
紹
介
。

「
中
小
企
業
の
経
営
者
の

方
々
は
、
社
員
の
心
の
問
題

を
ど
こ
に
相
談
し
て
い
い
か

分
か
ら
な
い
。
そ
う
い
う
人

に
Ｅ
Ａ
Ｐ
を
知
っ
て
も
ら

い
、
利
用
し
て
ほ
し
い
」
と

　
長
年
、
出
版
社

の
編
集
者
と
し
て

活
躍
し
て
き
た
著

述
家
の
山
口
ミ
ル

コ

さ

ん
（

昭

63

文
）
が
９
月

28

日
、
生
田
キ
ャ
ン

パ
ス
を
訪
れ
、
雑

誌
づ
く
り
に
取
り

組
む
文
学
部
の
後

輩
の
イ
ン
タ
ビ
ュ

ー
を
受
け
た
。

　
き
っ
か
け
は
今
夏
、
山
口

さ
ん
が
講
師
を
務
め
た
編
集

者
志
望
の
就
活
生
を
対
象
と

し
た
集
中
セ
ミ
ナ
ー
。
こ
れ

を
川
上
隆
志
ゼ
ミ
の
三
﨑
友

也
さ
ん
（
３
年
次
）
が
受
講

し
た
こ
と
か
ら
実
現
し
た
。

　
山
口
さ
ん
は
角
川
書
店
雑

誌
編
集
部
か
ら
１
９
９
４
年

に
幻
冬
舎
の
編
集
者
に
。
文

芸
、
芸
能
な
ど
幅
広
い
分
野

で
次
々
と
ヒ
ッ
ト
を
飛
ば
し

て
き
た
。
２
０
０
９
年
幻
冬

舎
退
職
後
は
『
毛
の
な
い
生

活
』『
似
合
わ
な
い
服
』
な

ど
４
冊
を
上
梓
し
、
本
を
つ

く
る
側
か
ら
書
く
側
に
な
っ

た
。

　
川
上
ゼ
ミ
で
は
、
企
画
、

取
材
、
編
集
、
デ
ザ
イ
ン
ま

で
学
生
た
ち
の
手
で
行
う
雑

誌
『
Ｓ
Ｈ
Ｏ
Ｗ
』（
年
１
回

発
行
）
の
13
号
を
制
作
中

で
、
山
口
さ
ん
は
三
﨑
さ

ん
、
村
田
侑
晟
さ
ん
（
４
年

次
）、
川
島
幹
太
さ
ん
（
３

年
次
）
か
ら
約
１
時
間
に
わ

た
っ
て
取
材
を
受
け
、
編
集

者
と
し
て
の
こ
れ
ま
で
を
振

り
返
っ
た
。「
大
活
躍
し
た

出
版
社
を
な
ぜ
辞
め
た
の

か
」
と
い
っ
た
三
﨑
さ
ん
の

率
直
な
質
問
に
丁
寧
に
答
え

た
上
で
、「
信
念
を
持
っ
て

自
分
の
道
を
進
ん
で
」
と
後

輩
た
ち
を
激
励
し
た
。
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
は
12
月
発
行
予
定

の
『
Ｓ
Ｈ
Ｏ
Ｗ
』
に
掲
載
す

る
。

　
ゼ
ミ
生
た
ち
は
「
縁
や
チ

　
著
者
の
石
原
敬
子
さ
ん

（
平
２
文
）
は
証
券
会
社
で

13
年
間
、
営
業
を
経
験
、
現

在
は
フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
・

プ
ラ
ン
ナ
ー
と
し
て
活
躍
。

『
金
融
用
語
が
よ
〜
く
わ
か

る
本
』
な
ど
も
執
筆
し
て
い

る
。「
初
心
者
に
も
分
か
り

や
す
く
、
お
客
様
に
寄
り
添

っ
た
解
説
書
を
心
掛
け
た
」

（
秀
和
シ
ス
テ
ム
・
本
体
１

５
０
０
円
＋
税
）

話
し
て
い
る
。（
ギ
ャ
ラ
ク

シ
ー
ブ
ッ
ク
ス
・
本
体
１
３

５
０
円
・
税
込
み
）

ャ
ン
ス
を
自
分
の
モ
ノ
に
し

て
夢
を
か
な
え
て
き
た
と
こ

ろ
が
素
晴
ら
し
い
」（
川
島

さ
ん
）、「
困
難
に
ぶ
つ
か
っ

て
も
常
に
前
を
見
て
仕
事
に

取
り
組
ん
で
い
る
」（
村
田

さ
ん
）
と
話
し
、
す
っ
か
り

山
口
さ
ん
の
魅
力
に
引
き
込

ま
れ
た
よ
う
だ
。

　
約
30
年
ぶ
り
に
母
校
を
訪

れ
た
山
口
さ
ん
。「
在
学
中

は
、
９
号
館
は
グ
ラ
ウ
ン
ド

だ
っ
た
」
と
生
田
キ
ャ
ン
パ

ス
の
変
容
ぶ
り
に
驚
い
て
い

た
。「
こ
ん
な
素
晴
ら
し
い

環
境
で
学
ん
で
い
る
学
生
た

ち
は
幸
せ
で
す
ね
」
と
感
慨

深
げ
に
語
っ
た
。

　
学
生
時
代
は
ス
ウ
ィ
ン
グ

ジ
ャ
ズ
研
究
会
で
サ
ッ
ク
ス

と
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
を
奏
で
て

い
た
。
同
好
会
の
部
室
も
訪

れ
、
鳳
祭
を
前
に
練
習
に
励

む
後
輩
学
生
た
ち
の
演
奏
に

聴
き
入
り
、
往
時
を
懐
か
し

ん
だ
。

編
集
者
時
代
の
経
験 

後
輩
に
伝
え
る

著述家・山口ミルコさん

インタビューする三崎さん（左）と山口さん

第
59
回
毎
日
芸
術
賞
受
賞
　
仲
川
恭
司
先
生
講
演
会
　

仲
川
名
誉
教
授
が
「
書
と
は
何
か
」「
書
の
魅
力
と
は
」

に
つ
い
て
話
す
。【
時
間
】
10
時
30
分
〜
11
時
30
分
【
場

所
】
９
号
館
５
階
ア
ト
リ
ウ
ム
ス
テ
ー
ジ

文
学
部
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
学
科
開
設
記
念
　
長
野
智
子
さ

ん
と
語
る
メ
デ
ィ
ア
の
可
能
性
　
キ
ャ
ス
タ
ー
、
放
送
ジ

ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
長
野
智
子
さ
ん
を
ゲ
ス
ト
ス
ピ
ー
カ
ー

に
迎
え
、
放
送
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
現
状
な
ど
を
武
田
徹

文
学
部
教
授
と
語
り
合
う
。【
時
間
】
13
時
30
分
〜
14
時

30
分
【
場
所
】
９
号
館
５
階
ア
ト
リ
ウ
ム
ス
テ
ー
ジ

11
月
３
日（
土
・
祝
）

ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
主
な
イ
ベ
ン
ト


